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この の  
日本食のよさである食 は、食材の を生かす 理方 の と関 しています。例え 、

食 を す「バ バ 」「 ク ク」「パ 」 の言葉で、せんべいのかたさの 象が

ります。食べたときの を言葉で伝えたり、食 を でどう す よいかを考え

たりする活動を通して、日常に生きて く言葉の力を育むことができます。バ ーシ ン豊

な食 を する言葉を通して、 日本 食生活 の理 を深めることが できます。 

ちょこっと食育 

日本 には食 を す言葉は、全 で４４ あるそうです。ちなみに、 は 77 、 国

は ４４ 、フランス でも しかありません。食 を す言葉の が 、

。「 ク クした焼き 」、「 したたくあん」、「シ シ の タス」。こうした

言葉には、 に 分がそ を にしていなくても、そのおいしさを い かべるよさがあり

ます。言葉は食文化を伝えていくうえでとても 切です。日本 に な食 があるとい

うことは せなことだと言えるのです。

ちょっと教材研究 
「官能評価 ため テクスチャー用語リスト 食品機能研究領域 食品物性ユニット 早川 文代： 

食総研ニュース No.19（2007）」によると、日本語に 445 語 食感を表す表現があるそうです。中国

語で 144 語、英語で 77 語、ドイツ語で 105 語と比べると日本語 食感表現 多彩さ 際立っていま

す。農研機構食品総合研究所 主任研究員、早川 文代さん 次 ように述べています。 

「日本語 食感表現 多さに 、擬音語・擬態語が多いという言語上 特徴が関係しています。し

かしそれだけで なく、日本人が食感に対して繊細であり、こだわりをもっていることが背景にある

だと思います。言葉 単に食品 性質を表すだけで ありません。言葉を使う人たち 食生活や食嗜

好を反映しています。おいしいも を食べたら、どんな風においしかったか言葉にする 楽しいこと

です。言葉にすることで、食べ物へ 興味や愛着がわくこともあると思います。食卓 楽しい記憶も増

えるでしょう。日本語に多彩な食感表現があるということ 幸せなことで ないでしょうか。」（出典：農

林水産省オピニオン第 15 回 ） 

「食生活 変化に伴い、日本語も変化しつつあります。「40 年くらい前 調査で使われていた『粘

い』という表現もすっかり聞かなくなりました。『カサカサ』『スカスカ』という表現も若い人 、食感表現

に あまり使いません。食材 生産・流通にかかわる技術 進歩で、そういう食べ物に当たる機会が

少なくなったからでしょう。」 一方で、新しい擬音語・擬態語もどんどん増えています。「『ぷにぷに』な

んか 最近できた言葉で ないでしょうか。他にも、『ぷるぷる』で表しきれないような軟らかさを表現

するために『ふるふる』が使われるようになりました。でも、『ぷにぷに』にしろ、『ふるふる』にしろ、こう

いう表現を使わない高齢 方でも、聞け 、音 感覚から食感 想像がつきます。みんな 中に共通

認識をもちやすいという意味で 、擬音語・擬態語 多い日本語 とても便利な言語だと思いま

す。」（2010 年 9 月 1 日発売、THE BIG ISSUE JAPAN 第 150 号より） 
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食 を す言葉 
４年     ( ) 

せんべいのかたさを考えて、食べている を書きましょう。 

せんべいを食べる をかたい にならべてみましょう。 

か
た
い

や

ら
か
い
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「 食」 ：「日本型食生活」を学ぶ授業プラン  

対象学年・教科 6年生 会科 

ねらい 和食を通して、 の国 会における日本の役割について考えをもつととも

に、和食を 切にしていこうとする気持ちを育む。 

活動内容 1） ス の役割について知る。

※ ス を取り上げ、 の 的とその について する。

2）和食が ス 文化 に認めら た理 を知る。

※和食の を見ながらグループで考える。

・美味しいから。 ・様々な 理方 があるから。

・ バランスが いから。 ・ の で和食を食べる人が増えたから。

3）和食が ス 文化 に さ た理 を知る。

※和食を り、伝えようとした人がいたことや、その取り みについて知る。 

・ 様で な食材とその持ち味の

・ バランスに た 的な食生活

・ の美しさや の ろいの ・正 などの年 事との な関 り

4）和食を り伝えていくために、 分たちにできることを考える。

※グループで話し合った 、クラス全体で する。

・ 分たちでおいしい を作る。 ・ 事を手伝う。

・ 料理などに関心を持つ。 ・和食をたくさん食べる。

・和食を普段から作り、伝 を伝える。 ・和食の を く。

資料 ス の 、和食の 、ワークシート さ た理 に関 のある （４ ）

： の な食材を示す日本 、一汁 の料理の 、 

り けが美しい料理の 、おせち料理の  

板書 

国 会の の日本 和食が に を考えよう！ 和食 を えていく に 

・ しいか  ・ ランスが良いか

・ 和食を食べる が え か

ス ・和食は いろど がいいか

・ が い ・ 方

 

 

和食

・ おいしい を る

・ 事の いをする

・和食を く ん食べる

・和食の を く

和食の

な食 と

の いの

ランスがよく

な食

の し と

の

など

事との

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ６ ～
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の  
 国内では外食の増加や食生活の 米化によって、「和食」 が んでいます。和食 の関心を

めるために、様々な から和食について考え、 文化 に さ た和食の や

力について取り上げます。 に る和食の文化に 、楽しく和食のよさ・ 切さを学 、

日本の食文化のす らしさを り伝える子どもたちを育てるために を しました。 

ちょっと教材研究 
和食の 4つの   

様で な食材とその持ち味の  

 日本の国 は に く、海・ ・ と 豊かな が広がり、 の 化にも むため、

に した 々の ・ 様な食材が用いら ています。また、 材の味 いを活か

す 理 ・ 理道具も しています。 

バランスに た 的な食生活 

一汁 という日本の食事スタイルは、理 的な バラン

スです。「うま味」を上手に使用することで、動物 の な

い食生活を しており、日本の ・ に役 ってい

ます。 

の美しさや の ろいの  

の美しさや を することも日本の食事の の

つで、 の で料理に り けをしたり、 にあう器を用

したりし、 を楽しみます。 をしつらえるような「も

てなし」の心も和食の文化的な です。 

正 などの年 事との な関 り 

日本の食文化は、年 事と に関 り育ま てきました。「食」を分け合い、食の時間を

にし、食文化が を えて け が ていき、 や の が深めら ています。 

和食 イ ク：農 水 省 

伝 的な食文化である「和食」について した入 書（ 25年 作 ） 

文化 とは 

能、 会的 、 事、伝 などの のない文化であり、 の や生活

などと に関 るもの。 ス の 文化 に づき「人類が して す

るべき な普 的価値がある」と認めら たもの。 

考 ー ー 〉：食文化 農 水 省 http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/ 

ちょこっと食  

和食 ー により、「UMAMI」が さ ています。 や豆腐と じように、 に通じる言葉

となっています。「うま味」は、日本人が 見した味といえ、 味・ 味・ 味・ 味に ぐ の

味として 的に認知さ るようになりました。和食の では、 材そのものの味をうま味に

させ、食べ ない 果もあるとさ ています。 にはうま味に対 する言葉がないため、

年では国 的にも学 用 として「UMAMI」が使 るようになりました。
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「和食」が世界へ！！ 対象学年：小学 6年生 

１．授業の背景 

 国内では外食の増加や食生活の欧米化によって、「和食」離れが進んでいます。和食への関

心を高めるために、様々な角度から和食について考え、世界無形文化遺産に登録された和食の

特徴や魅力について取り上げます。世界に誇れる和食の文化に触れ、楽しく和食のよさ・大切

さを学び、日本の食文化のすばらしさを守り伝える子どもたちを育てるために授業を構想しま

した。 

２．教科等との関連

社会科 日本の文化、世界遺産 

３．ねらい 

和食を通して、今後の国際社会における日本の役割について考えをもつとともに、和食を大切

にしていこうとする気持ちを育む。 

４．展開 

児童の学習活動 指導上の留意点 資料 

５

分 

1)ユネスコの役割について知る。

2)和食がユネスコ世界無形文化遺産に認

められた理由を知る。

※美味しいから。

※様々な調理方法があるから。

※栄養バランスが良いから。

※世界で和食を食べる人が増えたから。

・ユネスコ憲章を取り上げ、設立

の目的とその精神について説明す

る。

・和食の写真を見ながらグループ

で考える。

ユ ネ ス コ の

旗、和食の写

真、

５

分 

3）和食がユネスコ世界無形文化遺産に登

録された理由を知る。 

※多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

※栄養バランスに優れた健康的な食生活

※自然の美しさや季節の移ろいの表現

※正月などの年中行事との密接な関わり

・外務省及び農林水産省の調査結

果によると、平成 29 年の海外に

おける日本食レストランは、平成

27 年の約 8 万 9 千店から約 11

万 8 千店と 3 割増加しているこ

とを伝える。

登録された理 

由に関連のあ 

る写真 

５

分 

4）和食を守り伝えていくために、自分た

ちにできることを考える。 

※自分たちでおいしい野菜を作る、畑仕

事を手伝う、郷土料理などに関心を

持つ、和食をたくさん食べる、和食

を普段から作り、伝統を伝えるなど 

・グループで話し合った後、クラ

ス全体で交流する。

・和食ブームにより、「UMAMI」が

注目されていることを紹介する。

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ７ ～
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を う：「日本型食生活」を学ぶ授業プラン 24

対象学年・教科 4年生  学活 

ねらい 豆の を知り、豆が日本人にとって、身 なものであることを理 する。 

活動内容 1）「豆」がつく言葉を使ったクイ をする。 

※「(  ) 」「(  )く がた」「(  )つ 」「(  )でっ う」 

「(  )知 」「(  ) 」 

こ らの言葉を に 示しすべて「豆」がつく言葉であることに気づかせる。 

・身の りに「豆」がつく言葉がたくさんあるんだなあ。

2）知っている豆を する。

※ 豆、 ン 豆、 豆などを確認する。

3）グループに分か て、豆 をつくる。

※豆の と を み合 せる。

※「そらまめくんの 」(作・  なかや み )を用いて、豆の 類や の

に関心を持たせる。

※ めて にする豆や を取り上げて、 や 、 の 、 の など

について知る。

4）豆が日本人にとって身 なものであることを理 する。

※豆 をもとに、給食の の から豆を す。

・じゃこ豆やもやしの あえが にあるよ!

・ では、 豆を食べるよ

資料  豆に関する言葉の ー  豆の  の ー  

板書 

<めあて>豆 かんを作ろう 

・( )
・( )く が

・( )つ
・( ) う

・( )
・( )

かん

て う

あ き

し う ・とう

しがし あん・和がし

すべて

という

と

の には

く んの が

ある！！

と

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ８ ～
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の  
 日本では、食用とさ ている豆が 70 あります。しかし、その 70 を知る人は

ないでしょう。このプランでは、「子どもにとって身 な豆」「 めて にする豆」「

めて豆だということに気づくもの」などを取り上げます。そしてこのプランを通して、

豆が日本人にとって身 なものであることに気づかせます。 

 豆 作りは、「豆の 」と「 」を み合 せるだけでなく、様々な が考え

ら ます。「 さ ている豆を用いて、 物をつかった豆 作り」「豆とその を

み合 せた豆 作り」「生 ごとに分けた豆 作り」などが考えら ます。バ

ーシ ンが豊 で、子どもの に じた豆 作りが 能となります。 

ちょこっと食育
そらまめくんの  作・  なかや み   書  1999年  

 上 の 本を してみましょう。 人 のそらまめくんを 心にお話は んでいき

ます。そらまめくんが の ラクターの ( )に入ろうとしている を きく

取り上げます。 の豆の の様子を取り上げることで、豆の 類や豆そのものの の違

いだけでなく、 の違いにも気づくことができます。 

豆の の や  
豆…豆腐、 豆、みそ、 などを作るために使用さ る。 

黒 豆…お正 料理に欠かせない 豆用に使 る。 

生… が に かって 、 で を ことから づけら た。 

とら豆… 様が に ていることから づけら た。 

そら豆…日本では の豆を食べる として さ ている。 

あ き… に加 さ て和 子や 子パンに使 る。 

豆…あ きの 間で、日本ではもやしの 料となる。 

手 … するときに「手 」と る支 が なことから づけら た。 

※豆については、 の イトに分かりやすく書か ています。

z 農 水 省/ 1 いろんな豆（1）

http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1012/spe1_01.html

z 豆類 会 mame.or.jp http://www.mame.or.jp/

豆を使った料理 
< の >を例にすると のような料理があります。 

じゃこ豆・もやしの あえ・黒豆の もの・ と 豆のごまあえ・ 

豆の もの・ じき豆 など 
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：「日本型食生活」を学ぶ授業プラン 34 

対象学年・教科 ４年生  学活 

ねらい に する についての理 を通して、食 を にしない につ

いて考えることができる。 

活動内容 1） に入 る食 について話し合う。

※「いただきます」の を示し、 に く言葉を し合いながら本時学

の関心を める。

・おいしくいただく ・たのしくいただく ・みんなでいただく

・   卵  ・ ・バター ・ イスク ー

2） に入 るとよい食 について話し合う。

※ イ ン ラン ングの手 を用いて、 つの食 を『入 た方がよい』

『入 なくていい』の でラン ングを う。 

※ を切ったものや ト ではなく を 的とすることを確認する。 

・トマトは腐りやすいから入 た方がいい

・スーパーには、 ースや は たいところには いていないよ

3） をすっきりさせるとよい理 を考える。

※ど も に入 なくてよいものあることを知らせ、 に め む

ことで こる ル ーの に を けさせる。

・ の からものが取り しやすい ・ えやすいと いたことがある

4）食べ物を にしない について考える。

※生 と の が いことが、食べ物を にしないことにつながるこ

とに気 かせる。

・ をよく知る ・ の食材、 の い食材を

・食べ しをなくす

資料  イ ン ラン ング（ ト： ・ ４ の ） 

(1) 「和食」とは
～ 学校編 ９ ～
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この の  
 本 は、『かしこくいただきます。 食の省 BOOK』： 

http://www.inochi-kankyou.jp/eco-net/prefectural/images/d3_syouene_syoku.pdf 

をもとに しました。「本 なら常 で できるのに に入 ている食 ラン ング（

トした は ま ）」の 1 はトマト（85 ）。ほかにも 7 割 上の人が、 ュ 、 ーマ

ン、 を、5 割 上の人が、ナス、ハク イ、シ 、 、 のマ ー 、

ン ン、味噌を入 ているそうです。 での を通して、食べ物を にしない を

考える です。 

ちょっと教材研究
イ ン ラン ングについては、 教育 国 理 教育ハン ク を 考にしまし

た。http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/edu/kyouzai/handbook/html/h20103_2.html 

ラン ング（ づけ）は、いくつかの事 に 先

をつけることで、考えを 理したり、深めたりするた

めの手 です。 人で う 合は考えの 理となり、グ

ループで う 合は 様な を することで理

をより深めるものとなります。 

用 するもの  

・グループごとに （ 2.5cm×7.5cm）9

・A4用 1 （ も書いていない）

・ フ ルト ン 1本

1 ごとに、用 した ー を ります。（ここでは、教 が み上げて、子ど

もが に書いていくようにしました） ラン ングの方 と ー の内容について

する（ に書く に、切っていないことや を けていないことを しました）

で、 づけする づけの 果について し、全体で する（ は、 人で づけ

しないで、グループで話し合ったあと、クラス全体で しました） 

イ や マイ などの 類は入 なくていい です。シ も を こ

していることがよくあります。 の一 が黒 んでいるものは、 を こしかけているも

のです。バナナが黒 んでしまうのも、 を こすからで

す。ほかに、 、タマ 、 チ 、 、 ン ク

などは、 を入 ていない なら に入 に、

に むなどして に け 、 分に できます。 

ちょこっと食育 
常 できるものを入 ないようにすると、 内のス ース

が広くなり、ものを め みす るのを ぐだけでなく、省

にもなります。なぜなら、 に食 を め みす ると 気の が くなる上、 を け

ても のものを すのにも時間がかかり、 力 が増えるのです。 は、 に 間が

く に食べ物を入 ておきましょう。 
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対象学年・教科 5年生 科 

ねらい のつく言葉やこと などを考えることを通して、お は昔から日本人の身

なものであり、 しま てきたものであることに気 く。 

活動内容 1）「 」という のお を考える。 

※子どもたちの 言を黒板に書き す

・ 、 、 、 米 、 、ほうじ 、ご う 、どくだみ  

2）「 」について、 葉をつかっているお 、 葉を使っていないお に分 

ける。 

※ 、 、 ー ン は じ 物から作ら ていることを知らせる。

※ バ 科 バ に する「 の葉」や「 の 」 外のものから作ら る

ものも「お 」とよ ていることに気 かせる。

※ に 物の葉の を見せることによって理 を深めるようにする。

・お の葉を使ってないのにお って言うんだね

・お っていっ いあるんだ

3）「 」のつく言葉について考える。 

※グループに分か 、こと や などから に し合い、 ー に書く。

書などから してもよい。 味も に書くようにする。

※普段 気なく使っている言葉の には、「 」のつく言葉がたくさんあるこ

とに を けさせる。

・ 、 化す、 、お を す、 、 々をい る 

5) のつく言葉の について考える

※「日常 事」の に入る言葉を考えることによって、お のある らし

が日常 飯事であるようにという 味に気 かせ、お は昔から日本人の身

なものであり、 しま てきたものであることに気 くようにする。

資料  お の 、 ー （ 用 ）、 ン、 書など 

板書   お とこと の のつく言葉

  お の 類 葉を使っているお に入る言葉は…

、  この で 、 、 ほうじ … 『日常 事』

、ほうじ            

米 、どくだみ … え 飯

葉を使っていないお お のある らしが 

、 どくだみ …  日常 飯事であるように 

お は昔から身 で、 

しま てきたもの 
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